
⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

□3  デザインの一般教養

1. 異なるデバイス間でも正確な色の再現ができるよう、□をデータに埋め込んだ。

2. 一般的なオフセット印刷では、最初に□を印刷する。

3. 自然界の音や物音を臨場感のある□で表現した。

4. 罫線の種類の一つで、　　　　  を□罫という。

5. 漢字の画数を減らして簡略化する改革から生まれた字体を□という。

6. □は諸橋轍次によって制作された世界最大の漢字の辞典である。

7. ページの端まで写真を印刷するため、3ミリ程度の□という塗り足し部分を設定した。

8. 電車の□で新発売の期間限定商品をPRした。

9. カレンダーの数字のことを□という。

10. 欧文文字における和文文字の全角にあたる単位を□という。

A. ICCプロファイル　B. インキュナブラ　C. 裏　D. em　E. en　F. オノマトペ　G. 会意文字　
H. 花押　I. かすみ　J. 簡体字　K. Q数　L. 見当合わせ　M. 康煕字典　N. 子持ち　O. シアン　
P. 上海美華書館　Q. 常用漢字　R. 説文解字　S. 大漢和辞典　T. 裁ち落とし　U. 玉　V. 中吊り広告　
W. のど　X. 繁体字　Y. ブラック　Z. ブラックレター

● ここから下は何も記入しないこと。

得点 30

次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を下のA～Zから選び、
その記号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

次のA～ Jの各書体名を右の解答欄に記入
してください。（ウエイトは記入不要です。）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□1 

□3

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

神社の祭りばやしが聞こえる

配信サービスで音楽を聴く

ジャズ喫茶で名曲を楽しむ

世界中の人々に音楽を届ける

我が子には歌の才能がある

歌詞の力に勇気づけられる

待望のアルバムが発売される

路上で気軽に生演奏を楽しむ

懐かしいメロディーが流れる

休日は楽器のレッスンに励む

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

□2 

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

Ａ
Ｙ
Ｆ
Ｉ
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｖ
Ｕ
Ｄ

D

F

G

H

A

C

E

J

Ｉ

B

A. ICCプロファイル

Y. ブラック

F. オノマトペ

I. かすみ

J. 簡体字

S. 大漢和辞典

T. 裁ち落とし

V. 中吊り広告

U. 玉

D. em

Ｄ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｊ
Ｉ
Ｂ

オプティマ
クーパーブラック
ボドニー
ブラッシュスクリプト
フリッツクアドラ
ガラモン
クラレンドン
ライノテキスト
フーツラ
ユニバース



● ここから下は何も記入しないこと。

評価

検

□ 誤字・脱字

□ 骨格バランス

□大きさ

□エレメント 見本エレメントの理解、統一

□ウエイト

□スペーシング 文字間の調整

□仕上げ 仕上げの美しさ

□総　合 将来性

氏　　名

A第54回 レタリング技能検定試験　■ 実技問題-4A

太さの統一、
画数、交点の濃度調節

書体の理解
よりひき、 ふところの広さ

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

漢字、かなの大きさのバランス

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

● 書く文字は2行目「軽や」と「な音」の計4文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、２行目の「か」「声」に合わせること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

下記は同じゴシック体のシリーズ（1行目が角ゴシック体、2行目が丸ゴシック体）です。
2行目のすでに書いてある部分とスタイルを合わせて、丸ゴシック体の「軽やかな音声」を完成してください。

□4  高度な書体造形

まず天地文字基準ラインを設定してから文字割りをします。

視写でもよいですが、トレーシングペーパーを有効に使いましょう。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

この書体固有の
エレメントの理解、 統一

第54回 レタリング技能検定試験　 ● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

チェック項目（採点者用）

総　合

□5  欧文指定書体表現

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

● 書く文字は「1」と「6789」の計5文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「0」「2345」に合わせること。

● 「0123456789」の左右寸法は、247mm程度に収めること。 

すでに書いてある数字とスタイルを合わせて残りの数字を書き、 ０～９までの数字を完成してください。
（各数字の送り幅は、０～９まで均等であること）

↑

オーバーシュート

まず数字のA.Lを設定してから文字割りをします。
他の紙に書いたものをスペーシングしてからトレーシングペーパーで写す方法がよいでしょう。
数字は桁合わせのためにほぼ均等のセット幅でデザインされています。
つまり「012」はスペースが大きくなってしまうので、注意しましょう。
「7」の下部分は、オーバーシュートがないデザインのTimesもあります。

A.L
数字の

B.L
数字の

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

↑ ↑ ↑ ↑ ↑↑ ↑



検

□ アイディア 着目点から形への工夫 

□ 色　彩 要望、 制作意図に合っているか

□ 制作意図 簡潔に説明されているか  

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

   　

● ここから下は何も記入しないこと。

評価

受検番号

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

A第54回 レタリング技能検定試験　■ 実技問題-6　　A

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

作例

スッキリしすぎたので
安易だが八分音符をプラス

フトコロを大きく、
丸ゴシックで楽しく

ト音記号を反転してSに

直線、正円だけで
幾何的かつカラフルに

ステンシル風で楽しく

キーワードの仲間、楽しい、音楽をイメージして鉛筆ラフを進めます。カラーを
試すために色鉛筆があると便利でしょう。
まず骨格のバリエーションから始めます。骨格でほぼイメージが決まります。
キーワード以外のイメージも含め、考えられるアイデアを全て書き出すつもり
で時間をかけましょう。
全ての骨格にエレメントをつけている時間はないので、これはと思うものだけ
にしぼり込むのがポイントです。

□6  文字のデザインと色彩表現



A. アウトラインフォント　B. 裏移り　C. カーニング　D. カリグラフィー　E. CAD　F. 誤植　G. 写植　
H. スパイラル　I. スモールキャップ　J. 全紙　K. 縦目　L. タブロイド判　M. 束見本　N. DTP　
O. 特色　P. 中綴じ　Q. ハードカバー　R. ピクトグラム　S. ビットマップフォント　T. ベジェ曲線　
U. マンセルカラーシステム　V. UDフォント　W. 横目　X. 乱丁　Ｙ. リッチブラック　Z. ロゴタイプ 

1. 文字が輪郭線で構成されたフォントを□という。

2. 先に印刷した紙のインキが乾いていなかったために、□が見つかった。

3. コンピューターで設計や製図を行う支援ツールのことを□という。

4. 欧文書体で、大文字と同じ形で小さくデザインされた文字を□という。

5. 一般的な新聞紙の半分の大きさの判型を□という。

6. パソコンで印刷用データを作成するシステムを□という。

7. □は並製本の綴じ方の一つである。

8. 障がいや能力の差に関係なく読みやすいように工夫してデザインされた書体を□という。

9. 紙の短辺と平行方向に繊維が流れている紙を□という。

10. 黒と他の印刷色を掛け合わせて、深みのある黒を表現することを□という。

　

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□3 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□1 
解答欄

次のA～Jの各書体名を、下の1～10から選び、
その番号を右の解答欄に記入してください。

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30□3  専門用語の理解
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を下のA～Zから選び、
その記号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験 ● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

6. 政治の混迷

7. 今年の干支
8. 組織の戦略
9. 目印の灯台
10. 寄付の礼状

1. 英雄の神話

2. 青春の季節

3. 幕末の波乱
4. 怪盗の予告
5. 銀座の外灯

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

□2 

1. ブラッシュスクリプト
2. ヘルベチカ
3. クーパーブラック
4. ボドニー
5. ガラモン

6. プリズマ
7. オプティマ
8. クラレンドン
9. フルティガー
10. フーツラ

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

え　  と

（寄付の礼状）

Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｉ

Ｌ

Ｎ

Ｐ

Ｖ

Ｗ

Y

Ｆ

Ｂ

Ｊ

Ｄ

Ｉ

Ｅ

Ｇ

Ｃ

Ａ

Ｈ

A.

B.

E.

I.

L.

N.

P.

V.

W.

Y.

アウトラインフォント

裏移り

CAD

スモールキャップ

タブロイド判

DTP

中綴じ

UDフォント

横目

リッチブラック

E. 新聞明朝体

G. 行書体

C. 明朝体

A. ゴシック体

H. 草書体

F. 隷書体

B. 楷書体

J. 勘亭流

D. 丸ゴシック体

I. 宋朝体

7. オプティマ

1. ブラッシュスクリプト

2. ヘルベチカ

4. ボドニー

5. ガラモン

6. プリズマ

8. クラレンドン

9. フルティガー

10. フーツラ

3. クーパーブラック

8
2
9
4
6
5
10
1
3
7



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。
□4  和文指定書体表現
すでに書いてある「泉」とスタイルを合わせて「泉に妖精」を完成してください。

● 書く文字は「に妖精」の3文字。 

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「泉」に合わせること。

● 「泉に妖精」の左右寸法は、236mm程度に収めること。

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

第54回 レタリング技能検定試験　

Y T K S W

↑ ↑

漢字の字面
↑

仮想ボディ かなの字面

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

この書体固有の
エレメントの理解、 統一

□5  欧文指定書体表現
すでに書いてある「Op」（ヘルベチカBold）とスタイルを合わせて「Option」を完成してください。

● 書く文字は「tion」の4文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「Op」に合わせること。

● 「Option」の左右寸法は、217mm程度に収めること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

第54回 レタリング技能検定試験

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

まずラインシステムを設定してから書き始めます。 スペーシングに注意しましょう。
　

C.L

M.L

B.L

D.L

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑オーバーシュートに注意！

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

第54回 レタリング技能検定試験　

□6  書体造形および構成
 すでに書いてある「ロマン」とスタイルを合わせて「ロマンチック」を完成してください。
● 書く文字は「チック」の3文字。

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「ロマン」に合わせること。

● 「ロマンチック」の左右寸法は、237mm程度に収めること。

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

Y T K S W

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30

□2  エレメント、部首、枠、ラインシステムの理解
a. 次の明朝体で、Ⓐ～Ⓔの名称（黒塗り部分のエレメント・部首・
枠など）を下の1～12から選び、その番号を右の解答欄に記入
してください。

b. 次の欧文で、Ⓕ～Ⓙの名称（エレメントおよびラインシステム）を
下の1～12から選び、その番号を右の解答欄に記入してください。

1. 漢字の字形の構成要素のうち、下の部分の総称を□という。
　（A.あし  B.こころ  C.かまえ）
2. 「勘亭流」や「寄席文字」は□の一つである。 （A.隷書体  B.江戸文字  C.宋朝体）
3. 欧文書体で、斜体にした書体のことを□体という。 （A.オープン  B.シャドウ  C.オブリーク）
4. 文字や図形の空間部分を□という。 （A.うろこ  B.エレメント  C.カウンター）
5. 約物の一つで、【　　】を□という。 （A.ブラケット  B.すみつきパーレン  C.亀甲）
6. □は、凸版形式の代表的な印刷方法である。 （A.グラビア印刷  B.活版印刷  C.平版印刷）
7. かなは漢字より画数が少ないので□見える。 （A.大きく  B.小さく  C.均等に）
8. 「 ！ 」は□を表す記号である。 （A.感嘆  B.疑問  C.くりかえし）
9. 歌舞伎の看板やのぼりに用いられる□は、江戸中期に考案された。 （A.篆書  B.草書  C.勘亭流）
10. 水や油に溶けない、着色に用いる粉末の総称を□という。 （A.顔料  B.染料  C.インキ）

□3  デザイン用語、用具、用法の理解および基本的な書体に関する知識
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を（　）の中から選び、
その記号を右の解答欄に記入してください。

次のA～Jの中に、誤字または誤用が一つずつあります。
その番号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□3 

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

□3  デザイン用語、用具、用法の理解および基本的な書体に関する知識

A

B

C

D

E

a

b

□2 

□2 F

G

H

I

J

1. つきだし   2. さんずい   3. 右はらい   4. 左はらい   5. うろこ   6. かどうろこ   
7. はねあげ   8. いとへん   9. まげはね   10. ひげ   11. たれ   12. やね

Ⓙ

Ⓕ

Ⓖ 
Ⓗ

1. ミーンライン　2. ベースライン　3. ステム　4. テール　5. エックスハイト  
6. キャップライン　7. バー　8. カウンター　9. セリフ　10. アセンダーライン　
11. ディセンダーライン　12. キャップハイト  

Ⓘ

Ⓑ Ⓒ Ⓓ ⒺⒶ

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

□1 

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

解答欄

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

2
4
1
5
8

5
11
4
9
8

（正） （正）

3
4
2
1
1
2
4
5
1
2



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

□ 誤字・脱字 

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ

□ スペーシング    文字間の調整　　 

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

漢字、かな、促音の大きさの
バランス、 ボディ枠、 字面枠の理解

チェック項目（採点者用）

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の黒の筆記具を使用。 
● フリーハンドが基本だが定規の使用は自由。
● 修整は自由。

b. 下に示した言葉を、見本例のように基本書体（ゴシック体（正体））の骨格で書いてください。
    見出し用として、漢字同士はベタ組み、かなを少しツメてスペーシングしてください。

漢字の字面

漢字の字面

仮想ボディ

仮想ボディ

文字割り線（消さずに残す！）

□4  フリーハンドによる字体表現
a. 下に示した文字を、見本例のように基本書体（ゴシック体）
　 の骨格で書いてください。

仮想ボディ 漢字の字面

オーバーシュート キャップライン

ミーンライン

ベースライン

ディセンダーライン

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の黒の筆記具を使用。 

● フリーハンドが基本だが定規の使用は自由。

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。 oのセット wのセット nのセット
かなの字面 Tのセット

見本例

見本例

※〈注意〉ｂの問題に限り、鉛筆の下書きと文字割り線は、
・・・・・・・・・・・
消さずに残しておくこと。
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Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

インカ帝国の遺跡巡り
文字割りをしないで書かれた答案が多く見られます。
必ず文字割りをしてから書いてください。



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

□5  和文基本書体表現
すでに書いてある「歌の」（明朝体）とスタイルを合わせて「歌の発表」を完成してください。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

□ 将来性

第54回 レタリング技能検定試験　

□

□ 大きさ 大きさ、 枠に対する付き、 空き 

● 書く文字は「発表」の2文字。 

● 書体・大きさ・ウエイト・エレメントなどは、「歌の」に合わせること。

● 枠は仮想ボディと字面で、ベタ組みです。　

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

↑

かなの字面

↑

漢字の字面
↑
仮想ボディ

下書きの線は仕上げ後に消すこと。
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右の手本「Eye」の「E」「y」を、 下のライン上に拡大視写してください。

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。 

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

□6  欧文基本書体の拡大視写

★ 次のヒントを参考にしてください。

① はじめは、ライン上におおまかに鉛筆デッサンしてみましょう。

② 直線、水平線、垂直線、平行線は必ず三角定規を使いましょう。

③ 手本の2倍の拡大視写なのでデバイダ（コンパスでも代用できます）で

2倍寸にして、位置、幅、太さを確認すれば、こまかいマス目の分割は

不要です。

デバイダを180°回転させると
2倍の寸法になります。

×1 ×2

KENT
KD-TYPE
PATENT

KENT
KD-TYPE
PATENT

□ 誤字・脱字

□ ラインシステム 基本ラインの理解

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ 

□ ウエイト 

□ スペーシング 各文字間のスペーシング

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

ラインに対して付く、 出す
オーバーシュート

チェック項目（採点者用）

太さの統一、 たて線、 
横線の太さ

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

手本　書体名：ヘルベチカ Bold

C.L

M.L

B.L

D.L

eのセット

eの字面

yのセット

yの字面

Eのセット

Eの字面

オーバーシュート

下書きの線は仕上げ後に消すこと。M.Lを割り出してから文字割りスペーシングをします。

オーバーシュート

オーバーシュート



⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

得点 30

1. 「ぱ」や「ぽ」には□がついている。 （A.半濁点　B.濁点）

2. ローマン体やフーツラのアセンダーラインは、キャップラインより□にある。 （A.上　B.下）

3. 英文の姓名を省略して書くための頭文字を□という。 （A.キャピタル　B.イニシャル）

4. 楷書の基本である運筆法の解説を□という。 （A.黄金分割　B.永字八法）

5. 一般的なサンセリフ体のエックスハイトは、ローマン体と比較して□傾向にある。 （A.低い　B.高い）

6. レタリングの下書きに使用する鉛筆の芯の硬さは□が望ましい。 （A.B　B.H）

7. 文字の天地を基準ラインからはみ出させて同じ高さに見えるよう調整することを□という。 （A.スペーシング　B.オーバーシュート）

8. 「人」を「ヒト」と読むのは□読みである。 （A.訓　B.音）

9. 紙の種類は洋紙、板紙、□紙の3種類に分類できる。 （A.手　B.和）

10. 明るい暖色系は□に見える効果がある。 （A.近く　B.遠く）

□3  基礎知識および用具、用材、用法の理解
次の1～10の□にあてはまる最も適切な語句を（　）の中から選び、 その記号を右の解答欄に記入してください。

第54回 レタリング技能検定試験

次のA～Jの中に、誤字または誤用が一つずつあります。
その番号を右の解答欄に記入してください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

□2 

□3 

6. 罪の後悔

7. 教養の本

8. 愛の仮面
9. 街の地図
10. 栄光の剣

1. 国宝の芸

2. 窓の清掃

3. 絵の才能
4. 屋根の猫
5. 週末の駅

● 解答欄および受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

□1 A
B
C
D
E
F
G
H
I
J

解答欄

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ

╳
╳
╳
◯
◯
╳
╳
◯
◯
◯

勘亭流

楷書

デザイン書体（UDタイポス）

丸ゴシック

細明朝

宋朝

隷書

太明朝

細ゴシック

太ゴシック

（正） （正）

2
3
4
2
2
1
3
1
3
3



氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

□ 誤字・脱字 

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性   　

評価

漢字、かな、促音の大きさの
バランス、ボディ枠、字面枠の理解

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。下に示したA、B、Cの言葉を、それぞれの枠（わく）の中に、フリーハンドで、見本例のように基本書体（ゴシック体）の骨格で、 拡大視写してください。
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センターマークは
仕上げ後に消すこと。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

A

B

C

風渡る棚田

温野菜が基礎代謝をアップ

受け継がれる災害の復興

いつも書いている楷書や教科書体と基本書体では
骨格が変化することに注意。
短い「てん」や「はらい」が直線にならないよう
また曲がりすぎないように注意。
下書きの線は仕上げ後に消すこと。



□5  和文基本書体の拡大視写
右の手本「光と影」の「光」「影」を、下の枠（わく）の中に拡大視写してください。

● 書く文字は「光」（明朝体）、「影」（ゴシック体）の2文字。 

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。
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□ 誤字・脱字

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ 大きさ、 枠に対する付き、 空き 

□ エレメント エレメントの理解、 統一

□ ウエイト 太さの統一、 濃度の調整

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性   　

評価

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。

Y T K S W

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

仮想ボディ　　　漢字の字面基準枠 仮想ボディ　　　かなの字面基準枠
→ → →

→

書体：「光」明朝体、「と」丸ゴシック体、「影」ゴシック体

手本

下書きの線は仕上げ後に消すこと。



Y T K S W

● 仕上げは鉛筆・ボールペン以外の用筆・用材で黒色とする。

● 塗り残しのないように仕上げること。 

● 用具の使用は自由。 

● 修整は自由。

● 鉛筆の下書きは、必ず消しておくこと。

□6  欧文基本書体の拡大視写
★ 次のヒントを参考にしてください。

① はじめは、ライン上におおまかに鉛筆デッサンしてみましょう。

② 直線、水平線、垂直線、平行線は必ず三角定規を使いましょう。

③ 手本の2倍の拡大視写なのでデバイダ（コンパスでも代用できます）で

2倍寸にして、位置、幅、太さを確認すれば、こまかいマス目の分割は

不要です。

④ スペーシングに注意してください。

⑤ 斜め線がある場合、横線たて線とは太さに差があります。

デバイダを180°回転させると
2倍の寸法になります。

×1 ×2

KENT
KD-TYPE
PATENT

KENT
KD-TYPE
PATENT

□ 誤字・脱字

□ ラインシステム 基本ラインの理解

□ バランス 重心、 ふところの広さ

□ 大きさ ラインに対しての付き、 空き

□ ウエイト たて線、 横線、 斜め線の太さ

□ スペーシング 各文字間のスペーシング

□ 仕上げ 仕上げの美しさ

□ 総　合 将来性

評価

氏　　名

学校･団体名（個人受検者は記入不要）

● ここから下は何も記入しないこと。

※ 記入は略称でよい。

チェック項目（採点者用）

⬇受検番号は必ず正しく記入すること。
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下の手本「GAP」の「A」を、 下のライン上に拡大視写してください。

● 受検番号・氏名等の記入は、
鉛筆・シャープペンシル以外の筆記具（黒色）を使用すること。

手本　書体名：ヘルベチカ Bold

ディセンダーライン

ベースライン

ミーンライン
（小文字の上端の基準線）

キャップライン

Gの字面

オーバーシュート↑

オーバーシュート↓

Pの字面
Gのセット幅 Pのセット幅Aのセット幅

Aの字面

下書きの線は仕上げ後に消すこと。




